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「
再
生
医
療
新
法
っ
て
？
」「
第
一
種
か
ら

第
三
種
ま
で
あ
る
ら
し
い
け
ど
、
P
R
P

は
ど
こ
に
当
て
は
ま
る
の
？
」「
幹
細
胞

培
養
上
清
液
は
再
生
医
療
…
？
」

自
費
診
療
を
扱
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ら
絶
対

に
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
知
識
を
徹
底
解

説
致
い
た
し
ま
す
！

『
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
』は
な
ぜ
制
定
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
か

再
生
医
療
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る

法
律
『
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
（
以
下
：
再
生
医
療
新
法
）』。

再
生
医
療
の
定
義
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
治
療

の
提
供
規
則
な
ど
は
、
全
て
こ
の
法
律
に
よ

っ
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

再
生
医
療
の
歴
史
は
古
く
、
か
つ
て
は
細

胞
療
法
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
1
9
7
0
年
代
に
表
皮
細
胞
、
軟
骨
細

胞
等
の
分
化
細
胞
の
培
養
技
術
が
確
立
さ
れ

る
と
治
療
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
す
。

1
9
8
7
年
に
は
米
国
で
自
家
培
養
表
皮
が

F
D
A
承
認
を
受
け
、1
9
9
8
年
に
は
米
・

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト

ム
ソ
ン
が
ヒ
ト
E
S
細
胞
の
樹
立
を
発
表
。

そ
し
て
2
0
0
7
年
に
は
、
日
本
で
も

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
自
家
培
養
表
皮
が
、
国

内
初
の
再
生
医
療
製
品
と
し
て
製
造
承
認

を
受
け
ま
し
た
。
同
年
、
京
都
大
学
の
山

中
伸
弥
教
授
が
i
P
S
細
胞
を
発
表
し
た

の
も
、
世
界
の
再
生
医
療
を
大
き
く
前
進

さ
せ
る
出
来
事
と
し
て
記
憶
に
新
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

再
生
医
療
の
定
義
と
は
？

ポ
イ
ン
ト
は

「
細
胞
を
使
う
か
ど
う
か
」

『
再
生
医
療
新
法
』
で
定
め
ら
れ
る
再
生
医

療
の
定
義
と
は
、「
細
胞
を
用
い
た
技
術
か

ど
う
か
」
で
す
。

の
範
疇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
生
医
療
に
は
大
き
く
3
種
の
分
類
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
生
医
療
を
導
入
し
よ
う

と
思
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
区
分
の
正
し
い
理

解
を
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
種
〜
三
種
ま
で
の
分
類
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か

『
再
生
医
療
新
法
』
で
は
、
生
命
や
健
康
に

与
え
る
影
響
の
程
度
に
応
じ
、「
第
一
種
再
生

医
療
等
」「
第
二
種
再
生
医
療
等
」「
第
三
種

再
生
医
療
等
」
の
３
つ
の
分
類
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
分
類
は
、
細
胞
や
投
与
方
法
等

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
厚
生
科
学
審
議
会
の

意
見
を
聴
い
た
う
え
で
厚
労
省
が
定
め
ま
す
。

第
一
種
は
「
ヒ
ト
に
未
実
施
な
ど
高
リ

ス
ク
な
再
生
医
療
」（
i
P
S
細
胞
や
E
S

細
胞
な
ど
）。
第
二
種
は
「
現
在
実
施
中
な

ど
中
リ
ス
ク
な
再
生
医
療
」（
幹
細
胞
治
療

な
ど
）。
第
三
種
は
「
リ
ス
ク
が
低
い
再
生

医
療
」（
P
R
P
療
法
な
ど
）、
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
リ
ス
ク
の
高
低
は
、
個
人
に
判

断
が
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身

が
行
お
う
と
す
る
治
療
が
ど
の
分
類
に
当
て

は
ま
る
の
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
扱
う
の
は

第
何
種
に
な
る
の
？

前
述
の
と
お
り
、
第
一
種
は
「
ヒ
ト
に
未

実
施
な
再
生
医
療
」
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

i
P
S
細
胞
や
E
S
細
胞
の
よ
う
な
研
究
分

野
は
こ
こ
に
該
当
し
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
導
入
す
る
可
能
性
の
あ
る

カ
テ
ゴ
リ
は
第
二
種
と
第
三
種
で
す
。
例
え

ば
、
培
養
幹
細
胞
を
使
っ
て
膝
関
節
の
治
療

を
行
お
う
と
思
っ
た
場
合
は
、
第
二
種
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
P
R
P
を
用
い
た
A
G
A
治
療
の

場
合
に
は
、
第
三
種
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

な
か
に
は
、「
P
R
P
」
と
謳
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
血
小
板
を
含
ま
な
い
成
長
因
子

だ
け
を
注
入
す
る
治
療
も
存
在
し
ま
す
。
そ

の
場
合
は
法
律
上
の
再
生
医
療
の
枠
組
み
に

は
該
当
し
な
い
た
め
、
導
入
時
に
は
申
請
や

報
告
義
務
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
幹
細
胞
治
療
や
、
P
R
P
療
法
は

再
生
医
療
。
血
小
板
を
含
ま
な
い
サ
イ
ト
カ

イ
ン
療
法
や
培
養
上
清
液
は
再
生
医
療
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
再
生
療
法
を
謳

っ
た
製
品
は
化
粧
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
限

ら
ず
数
多
く
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
細
胞
が

含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
こ
の
法
律
の
規
制

第一種～三種の見分け方　https://www.nihs.go.jp/kanren/iyaku/20141029-cbtp.pdf

そ
の
治
療
っ
て〝
再
生
医
療
〞？

知
っ
て
お
き
た
い

「
第
一
種
〜
第
三
種
」の
見
分
け
方

し
か
し
そ
の
背
後
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

行
わ
れ
て
い
る
再
生
医
療
や
免
疫
療
法
を
巡

っ
て
、
患
者
ト
ラ
ブ
ル
や
死
亡
事
例
が
発
生

し
て
お
り
、
規
制
が
な
い
状
態
を
問
題
視
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

i
P
S
細
胞
を
は
じ
め
と
し
た
臨
床
研
究

の
分
野
で
は
、
当
時
か
ら
厚
労
省
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ル
に

則
っ
た
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
し

か
な
く
、
法
的
根
拠
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

山
中
教
授
を
は
じ
め
、
日
本
再
生
医
療
学
会

も
法
律
に
よ
る
規
制
を
強
く
要
請
し
て
い
た

の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
流
れ
を
受
け
て
、
厚
労
省
は
、

国
民
が
迅
速
か
つ
安
全
に
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
と
『
再
生
医
療
新
法
』

を
制
定
。
そ
れ
ま
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

P
R
P
療
法
を
提
供
す
る
に
も
、
国
へ
の
申

政令で除外した技術

人の胚性幹細胞／人工多能性幹細胞／
人工多能性幹細胞様細胞

遺伝子を導入する操作を行った細胞

動物の細胞

投与を受ける者以外の人の細胞
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第 3種
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第 3種

培養を行っているか幹細胞を利用している

相同利用

相同利用相同利用

人の身体の構造又は機能の再建、
修復又は形成を目的としているか 培養を行っているか

▲こちらの記事の完全版はQRから
アクセス！
完全版の記事では、PRPを語るうえ
で外せない「相同利用」についても解
説しています！

請
は
必
要
な
く
、
設
備
さ
え
揃
え
れ
ば
患
者

に
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

し
か
し
2
0
1
4
年
11
月
25
日
、
厚
労
省
に

よ
り
法
案
が
施
行
さ
れ
る
と
、
患
者
へ
の
提

供
に
も
明
確
な
ル
ー
ル
が
で
き
、
事
前
申
請

や
事
後
報
告
の
義
務
な
ど
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

再
生
医
療

導
入
教
本

PHASE 1


